






















マヌ (manu-又は manus-)1は，インドにおける洪水説話の主人公であり 2
~g-Veda (RV)以来，最初の人間，人類の始祖として登場する。「人間」はそ
れ故，mánu-乃至 mánu干・からの派生形 mãnαvá-乃至 manu~yà- I m 0 に属するJ，
I mO に由来する」者と表現される。彼はまた，地上における最古の祭式実行
者であり，諸々の知識の伝授者として現れる文化英雄でもあるに彼を祭式知
1 ヴェーダ文献一般におけるマヌについては，例えばMACDONELL-KEITH， Vedic Index of 
Names and Su吋ects，vol. I 129f.や KEITH，Religion and Philosophy of the Veda and 




2 インド最古の言及は KSXI2 : 146， 6P apo va ida1'(l niram1jan. sa manur evodasi~yata 1水
がこの[一切]を拭い去ったのだ。その際，マヌだけが残されたJ。旧約聖書の「ノア
の洪水」説話と類似点をもつことで注目され，早くから多くの翻訳で紹介された。特





ともに子孫(即ち，この[地上の]マヌの子孫 iya1'(lmano]J prajatis )を生み出した。
3 後代のヒンドゥ一法典， wマヌ法典』は彼から伝授されたものとされる:ManuSmp:i 
1 58-59 ; 119 ida1'(l厄stra1'(ltu krtvasau mam eva svayam adita]J 1 vidhivad grahayam asa 
maricyadI1'(ls tv aha1'(l munln 1158 1 etad vo 'ya1'(l bhr;gu]J sastra1'(l sravayi平yatyase~ata]J 1 etad 
dhi matω'dhijage sarvam e~o 'khila1'(l muni]J1グ59/グ[…中略…]yathedam uktavan chastra1'(l 













MaitrayaJ).I Sari1hita (MS) 1 5 r祭火の礼拝」章は14節からなる。官頭の 1-
















4 なお 15， 13は移動生活時に10晩以上過ごした宿営地(居住地 vastu-と見倣される)
を去る際に行う Vãsto~pati 献供を，末尾の 1 5， 14は旅行出立・帰宅時の祭火礼拝を扱
い，各々個別にm組 tra部分と br.とを備える。 MSI祭火の礼拝」章の構成について
は，筆者 IMai凶 YaJ)I Sarilhita r祭火の礼拝」章の構成についてJW印仏研~ 57巻 2号
(843-839頁)を参照。 MS1 5， 1所収の mantraは二様の仕方で使用される:1 5， 5は
毎夕の Agnihotraを補完する祭火礼拝にこれを用い， 1 5， 6は祭火設置から一年経つ度
ごとに行われる祭火更新儀礼に使用する。 15. 7は祭式議論を主題とし，早朝の祭火
礼拝を行うべきとする説を唱える点で特徴的である。
MS 15，8以下11までは， 1 5， 5に引き続き，毎夕の Agnihotraの際に行われる祭火礼
拝を取り扱う。 MS15，8はMS15，2:67，9-16m (MS15，2の前 1/3)のbr.であり，
MS 1 5， 9はMS15，2の後2/3 (:67，16-69，2m) のbr.に当たる。以下15，10は15，3
の， 15，11は15，4のbr.である。 15，12は祭式議論や夜の創出説話と諸韻律による家畜
確保の因縁請を扱う。




MS 1 5， 8 : 76， 6-13P [Agnyupasthana] manor vai dasa jaya asan. dasaputra 
návaputrã~táputrã [7] saptaputra 拘伊utra pancaputra' catu干:putra6 tlヤutra- ， _ ー +' 
dviputraikaputra. ye navasam [剖S7 tan eka upasamakramad. ye '干taut an dvau. ye 
sapta tゐnstrayo. ye伊ttain [9] S catvaro. 'tha vai pa元caiva8 pancasams. ta imalJ. 
panca da幼taiman panca [10] nirabhajan yad eva ki1J ca mano与svamasIt tasmat. 
te vai manum eゆIpadhavan.mana [11] anathanta. tebhya et初samidha与prあlachat.
tabhir vai te tan niradahmns. ta[12]bhir enan parabhavayan. para papmana1J 
bhratr;vya1J bhavayati ya evain vidvan et初[13]samidha adadhati. 
マヌには10人の妻があったのだ:10人の息子を持つ[妻] 9が， 9人の息子





9 [人息子]であった者たち，彼らにー[人息子]が加わった九 8 [人息
子]たち，彼らに 2 [人息子]が[加わった]0 7 [人息子]たち，彼らに 3
[人息子]が[加わった] 0 6 [人息子]たち，彼らに 4 [人息子]が[加わっ
た]。
だが， 5 [人息子]は， 5人だけであったのだ。
そこでこれら 5つの10人組は， これら 5 [人息子] を締め出した，何であれ
6 Ed. SCHROEDER cat.向1Jutra.Ed. SATAVAREKAR cátu~putrã に従って訂正した。数詞 14
(catvar-) Jを前分とする Bv.のAkzent位置は caturO が普通かと思われる，例えば
cáturak~ara・ 14 音節の J ; cátu~pad幽 14 本の足を持つ」。
7 Ed. SλTAVAREKAR navasams. 
8 Ed. SλTAVAREKAR pancaiva. 
9 10は満数であり， 110人の息子を持つ」のは大変望ましいことと考えられたようで
ある， RV X 85， 45 (婚姻の歌)imaftl tuvam indra mi4hva}J suputram subhagaftl kr;fJu / 




11 upa-saftl-kram 1 (歩み寄って，仲間に)加わる」の語義についてはK.SAKAMOTO Diss. 















MS 1 5，8: 76， 13-17P<agn幼samidasy. abhisastya ma pahY->-i砂.abhisastya 




13 ManSSは，以下 MSが言及する 3m印刷とともに 3本の焚き木をくべると明言す
る:ManSS I 6， 2，6 samilli勾airtais tisral] samidha adadhati r焚き木の特徴を持つそれら
[MS I 5， 2 : 67， 15eの3mantra] と共に， 3本の焚き木たちをくべるJoVarSSによ
れば， λhavaniya祭火に投ずる:VarSS I 5， 4， 7 <agnel] samid asl-> it paηayair ahavaniye 
samidha adadhati / r <君は Agniの焚き木だ[…])と[唱えて]，順次， Ahavaniya [祭
火]に焚き木たちをくべるJoVarSSは焚き木の数に言及しない。
ApSSは， TS I 5， 5qに続けて，自派聖典にない MSI 5， 2 : 67， 15eの3mantraの使
用を規定し，計4本の焚き木を用いるよう述べる:ApSS VI 16， 12くindhanastva satal1J 
hima与><agnel] samid asy. abhisastya ma pahi.> <somasya samid asi. paraspa ma edhi. > 
<yamasya samid asi. m[，かorma pahi・>it catasral] samidha ekaikasminn adhaya... r < [我々
は]点火しながら，君を百の冬の間[…]) <君は Agniの焚き木だ。呪いから私を守
れ> <君は Somaの焚き木だ。君は私の守護者であれ> <君は Yamaの焚き木だ。死か
ら私を守れ)と[唱え]， 4本の焚き木を一つ一つ[の m印刷]に際してくべて…」。
これは，上述TS説 (TSI 5， 5qとともに焚き木 1本を祭火に投入)と MS説 (MSI 5， 





bhavati. [15]くyamasyasamid asi. m[ηor ma pahI・>-iti.mrηor enal1J paty. etad 
dha sma va aha [16] narada. idafn vavagnyupasthanam asety. abhisastya enal1J pati. 
paraspa[17]αsya bhavati. mr;のorenal1J pati. / 
(君は Agniの焚き木だ。呪いから私を守れ (MS1 5，2 : 67， 15m)) と[唱
える]0 [焚き木14は]呪いからこの者を守る。(君は Somaの焚き木だ。君
は私の守護者 (paraspa-) 15であれ (MS15， 2 : 67， 15 f.m)) と[唱える]。
[焚き木は]この者の守護者となる。(君は Yarnaの焚き木だ。死から私










14 r守る (Pati)J以下 r(守護者と)なる (bhavati)J r (死から)守る (Pati)Jの主
語は「焚き木 (samidh-，f.) Jと判断される。 KS並行箇所では女性代名調によって背
後の実体詞の性が示唆されている:KS VII 6 : 68， 8f.P <agnes samid asy.αbhisastya ma 
pahi. > <somasya> <yamasye->孔 sarvasmadevainam etalJ panti r <[君は]Agniの焚き木
だ。呪いから私を守れ> < [君は]Somaの[焚き木だ。君は私の守護者であれ]> < [君
は]Yamaの[焚き木だ。死から私を守れ])と[唱える]。まさにあらゆるものから
当の者を，これら[の焚き木たち]が守ることになる (""KpSV 5: 64， 22f.P) J。
15 paraspιについては SCARLATA Wurzelkomposita， 306f.を参照: r遠方にあって
(paras) [も]守護する (Pa)J者を意味するようである(in/ aus der Feme， daruber hinaus 
beschutzend) 0 r遠い道のり， (道行の)先々を守る」者を意味するかもしれない， KS 
XXXVII 16: 97， 4f.P… atho eta devata etasaf[l disaf[l par，αspa ak1;ta. gopithaya. / rさらに
はこれら神格たちを これら諸方角の守護者たちとなしたことになる。守護のために」。
16 etad dha sma va aha…は 過去の学者の説に言及する際に用いられる定型句(K.
SAKAMOTO Diss. 128， n.19)。同様の定型句は KSにも見られる:etad dha vai .・.uvaca (VII 
6: 68， P ; 68， 1lf. ; VII 8 : 70， 3f.P ; VII 9 : 71， 2f.P)乃至 etaddha va uvaca… (XII 6 : 62， 13 




















17 NaradaはVIII12の詩人 Parvataとともに IX104-105の，単独では VIII13の作者と
伝えられる。AVにおいては，例えば AVSV 19， 9 ta1fl vr:k~á apa sedhanti chaya1fl no mopa 
ga it / yo br，劫ma加syasad dhanam abhi narada manyate グ INaradaよ，バラモンの財産
であるのに関わらず，それを付けねらう者，彼を樹木たちは追い払う， Ii'我々 の影へ
踏み入るな』と[言って] (cf. AVP (-0，・K.) IX 15， 5) J。
18 Naradaの家名は Kanvaであり，呪術者 (KaI).va)の一門に属する (cf.K. HOFFMANN， 
Aufs. 15ff.)。或いは当該儀礼は本来，焚き木投入を伴う独立の呪術的祭火礼拝儀礼で
あったものかもしれない。
































「五部族J21を意味する表現には数種ある:15つの部族たち (pancajanas) J 
乃至 15つの子孫たち(p幼cajatas) J ; 1 5つの境界たち(p幼cakr~táyas 乃
至 car~仰のω)J ; 1 5つの居住地たち(p幼ca 勾itayω)Jへこの表現の由来
20 ["甥」をも意味する単語。 MS["祭火の礼拝J章散文部分は 一貫して凌ぐべき敵
をbhratfVya-と表現する (MS1 5，8: 76， 12P; 15，9: 77， 8P， 77， 10P; 1 5， 11 : 80， 10f.P)。
但し mantra部分ではRV以来の sapatnaー「ライバル」を用いる:MS 1 5， 1 : 67， 7m agne 
sapatnasaha sapatnan me sahasva ["ライバルを克服する Agniよ，私のライバルたちを
克服せよJ; MS 15，2: 67， 14m agne sapatnadambhanam ["Agniよ，ライバルを砕く[君]
を[我々は燃え立たせたい]J ) 0 sapatna-はsapatnT-，f. ["夫 (pati-)を共有する女:妻
(patnT・「女主人J) Jから王・1・::m.-a・に倣って二次的に作られた男性名詞である。 cf.
MAYRHO回 REW Aia I s. v. patnT-. MS散文部分がbhrat[Vya-を用いるのは，上掲説話に見
られるような，一族内闘争が主たる関心であった時代状況を反映するものかもしれな
しし









tad adya vaca与prathamammαslyayenasuram abhi deva asama / 
長ヴ'adautayaj品iyas劫pa品cajanamamαhotra17Jju抑dhvaml舛
pa品cajana mama hotra17J ju干anta17Jgojata uta ye yaf元かasa与/





22 i 5つの部族たち (pancajanas ) Jは:RV 189， 10 ; II 37， 9 ; VI 11，4; 51， 11 ; VIII 
32， 22 ; IX 65， 23 ; 92， 3 ; X 45， 6 ; 53， 4.5に現れる。 i5つの子孫たち (p幼cajatas)J 
はRVVI 61，12のみ。 i5つの kr.ti-JはRVI 2， 10 ; IV 38， 10 ; X 60， 4 ; 119， 6 ; 178， 
引乙 í5 つの car~a1'J í-JはRVV 86， 2 ; VII 15， 2 ; IX 101，9に， i 5つの居住地 (k#tf・)J 










説 (SCHLE貼叫 DasKonigtum im Rig-und Atharvaveda， 1960， 28ff.)が一つ。もう一方
は，直接には具体的アーリヤ 5氏族 (Anu，Druhyu， Yadu， Turvaぬ， Puru) に言及した
ものとし，これらが全アーリヤ氏族を代表するものとする説 (ZIMMER，Altindisches 
Leben 119ff. ; Wr官 E払L，
the Texts， 1997， 262正， RV-VDWR 434ff.) 0 HILLEBRANDTは，最早個別に名指せない，












RV VII 79， 1には iManus一門に属する CmGnusY-) 5つの居住地Jの表現が




RV VII 79， 1 Viy u干aava与pathyajananam 
24 Saya加は X53， 4c では「神々と人間たちを始めとする者たち (devamanu~yãdayas) J ， 
5aでは「神々を始めとする者たち (devadayas)J と注釈している。 ABII 31，5は1.
神々 ， 2.人間たち， 3. GandharvaとApsarasたち， 4.蛇たち， 5.祖霊たちと
の5者を挙げる:AB II 31， 5 pancajanya1'fl va etad uktha1'fl yad vaisvadeva1'fl. sarve持1'flゆ
etat panc可αnanamuktha1'fl. devamanu~y初ã1'fl gandharvapsarasa1'fl sa中旬a1'flca pit"i;lJa1'fl 




「五部族」を論じる際しばしば言及される NiruktaII 8は，上掲RVX 53， 4d panca 
janasへの解釈を述べる箇所である:Nirukta II 8 gandharv劫 pitaro deva asura 
rak~ãmsïか eke. catvaro va17Ja ni，詞dalJpancama iかaupamanyavalJr Gandharvaたち，祖霊
たち，神々 ， Asuraたち，殿損力たちが [pancαjanasである]とある者たちは[言うJo
4種姓と，第 5 として Ni~ãda が，と Aupamanyava は[言う JJ。ここで「ある者たち









pa元cak~itlr man叫1r bodhayantI / 
susan:tdfgbhir uk~ábhir bhanum asred 
vi s品riYorodas 1 cá~asãva与//
U~as は諸部族 0・ána-) の通り道へと輝き渡ったところだ，
Manus に属する五居住地 (k~iti-， iふ部族)を目覚めさせながら。
[彼女は]よき見かけを持つ雄牛たちとともに旗印を掲げたところだ。
太陽は天地両界を，視線でもって露わにしたところだ。
RV VIII 9， 2 yad antarik戸 yaddivi yat pa元camanu干arhanu/ 
nrmnam tad dhattam asvina / 
中空にあり，天にあり，
5 つの Manu~ の子孫たちに(p必cam初叫伽)付き従っている
壮丁たる力，それを，両 Asvinよ，置き定めよ(=AVS XX 139，2)。
Atharva Veda (A V)以降 15つのマヌの子孫たち(p幼camanavお)Jの表現
が見られる:
AVS V 17，9 brahmaηa eva patir na rajaniYo na vaisya与/








AVS XII 1， 15 tuvaj jatas tvayi caranti martiyas 
tvan:t bibhar.干idvipaaαs tvan:t catu干padalJ/


















yebhyo jyotir am ftan:t martiyebhya 






o XVII 2， 5 ; AVP-K XVII 2，6)。
寧ろここでは， 15つのマヌの子孫たち (manaνむ)Jは大地上に生きる「二









manavasJが「全人類」の意味で用いられるようである:AB VIII 23， 7 mahakarmα 
bharatasya na purve napare jana与/divam mar.かaiva hαstabhyaY(l nodapulJ panca manava iti 
IBharataの偉業を，以前の人たちも後代の人たちも一死すべき者が，両手で天には
[届かない]ように-5つのマヌの子孫たちは達成しなかったJ ; SB XIII 5， 4， 14 
mahad adya bharatasya na purve napare jana与/divaY(l martya iva bahubhyaY(l nodapulJ 
panca manava it.グ 14グ「今日， Bharataの偉大さに，以前の人たちも後代の人たち
も一死すべき者が，両手で天には[届かない]ように-5つのマヌの子孫たちは到達
しなかったJ。
さらに「七氏族」に拡張された表現も見られる:SB XIII 5， 4， 23…mahad adya 
bharatanaY(l na purve napare janalJ divaY(l mar.砂aiva pak~ábhyãY(l nodapulJ sapta manava Iti. 
グ 23グ「今日， Bharata一族の偉大さに，以前の人たちも後代の人たちも一死すべき
者が，両翼で天には[届かない]ように-7つのマヌの子孫たちは到達しなかった」。











ApSS Apastamba-SrautaSutra 島1S MaitraYaI}.I Sarhhita 
AV Atharva Veda 黒 YSの散文部分
AVP Atharva Veda， Paippalada派伝本 RV 写g-Veda 
AVS Atharva Veda， Saunaka派伝本 SB SatapathルBrahmaI}.a
KpS Kapi~thala -Katha -Sar世lIta TS Taittiriya-Sarhhita 
KS Kathaka-Sarhhita VarSS Varaha -SrautaSutra 
黒 YSのmantra部分 YS Yajurveda-S出世lIta
M如lSS Manava-SrautaSutra 
27 r10J と同様， r 5 Jもある種の満数であり，五祭火， Pancagavya (五種の牛所成
のもの:ミルク，酸乳，バター，尿，糞)を始めとする名数がある。祭式に同置され
ることも多く， r 5 Jを巡る観念の連合は幅広い。例えば:TS V 2， 3， 6P P訪ktoy，可na}J.
pOhkta}J pasavo. yajnam eva pasun avarunddhe r祭式は五つ組からなる。家畜たちは五
つ組からなる。他ならぬ祭式を，家畜たちを我が物とすることになるJ ; MS I 3， 6 : 
33， 18f.P pOhkto yaj泊か pahktiy可yanuva付金.pOhh劫 pasava}J.pOhkt，劫 puru伊平「祭式は五
つ組からなる (p初kta.)0 y司jyanuv誌yaはパンクティ (pahktf・，韻律名)である。家
畜たちは五つ組からなる。人間は五つ組からなる」。本稿に扱った説話にも，数を巡っ
て更に秘密が隠されているかもしれない。なお数調 r5 Jの語形と活用， RVにおけ






Manu and hisβve sons 
Kasamatsu Sunao 
Maitrayαηi Samhita 15，8 tels an interesting story : 
Manu had ten wives. Among them the nine had ten， nine， eight， seven…and two sons 
respectively， the other one had the sole son. The one son allied with nine brothers of one 
mother， the two with the eight， the three with the seven， the four with the six. As a result， 
five groups of ten brothers were formed and only five brothers were left behind. As the five 
brothers were excluded by the five groups， they sought help from father Manu. Manu gave 
them a set of firewood， with which they defeated 50 other half brothers. 
One who， knowing this legend， puts firewood on the sacred fire， destroys his sin and 
competitors. 
This rite is performed for beating down of competitors， taking lead町 shipamong one's family 
and gaining protection from evil. 
The family structure in this legend is quite unique. It is remarkable that the knowledge of an 
ingenious calculation method for adding natural numbers from 1 to 10 is applied behind it， i.e. 10 
+ ( 9 + 1 ) + ( 8+ 2 ) + ( 7+ 3 ) + (6 + 4 ) + 5 = 10 x 5 + 5. The subtlety of the 
alliance strategy between s住ugglingbrothers can be also read here. 
As is generally known， Manu is the first man， the father of the human race. The five sons of 
Manu， survived in this story， are the ancesters of the al existent human beings on earth. 
There is no story inherited relating to this legend in the Qg-and Atharva-veda nor the other 
Yajurveda-Samhitas. So it could be assumed that this story may be an original work of 
theologians of Maitray仰 iyaschool 鉱山attime， based on the notion of pa元cajanas， paカca
mãnu~ãs， panca manavas etc. meaning “自veracesぺ“fivedescendants of Manu" i.e.“al human 
beings". 
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